






要約:フォンタン型術後遠隔期に、呼気ガス分析を併用した運動負荷を行った。その結果、

(1)運動耐容能は正常以下であった。(2)しかし、個々の例の血行動態上の差異は、房室弁

閉鎖不全を除き、運動耐容能の差異に関与しなかった。(3)手術時の年齢が、低いほど術後

運動耐容能が良く、患児の生活習慣からの脱却の困難さが示された。(4)自覚的運動耐容能

と客観的運動耐容能とに解離が見られ、生活規制などの管理区分を決定する際考慮が必要

と考えられた。 


